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研究成果の概要（和文）： 
われわれは本研究において、20 世紀における分析哲学、特にフレーゲ、ラッセル、ウィトゲ

ンシュタイン、クワインの哲学的見解の射程と重要性を見積もった。特に、フレーゲにおける

論理主義の概念、ラッセルの命題概念と記述の理論、ウィトゲンシュタインの構成主義的数学

観、そしてクワインの自然主義が現代の哲学にどのような影響を与えているのかを分析し、彼

らの枠組みを如何にして越えて行くべきなのかを検討した。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
We examined the scope and the importance of major figures in the 20th Century analytic 
philosophy, especially Frege, Russell, Wittgenstein, and Quine.  In particular, we 
examined the modern significance of Frege's logicism, that of Russell's notion of singular 
propositions and his theory of descriptions, that of Wittgenstein's constructivist view 
of mathematics, and that of Quine's naturalism.  We also investigated how we could get 
over their possible limitations. 
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１．研究開始当初の背景 

われわれが本研究を開始した時点での分
析哲学研究の世界的傾向として、分析哲学
の歴史への関心が高まりつつあったという

研究種目：基盤研究(C) 

研究期間：2006～2009 

課題番号：18520019 

研究課題名（和文） 二十世紀分析哲学の総括とその将来的意義の歴史的・体系的解明                    

研究課題名（英文） An Overview of the 20th Century analytic philosophy and its historical 

and systematic examination 

研究代表者 

松阪 陽一 (MATSUOKA YOICHI） 

首都大学東京・人文科学研究科大学院・准教授 

 研究者番号：50244398 

 



 

 

ことが挙げられる。21世紀の初頭は、「フレ
ーゲ・ルネッサンス」とも呼ばれるフレーゲ
研究の興隆は言うに及ばず、ラッセル、ウ
ィトゲンシュタインといった哲学者たちに
ついても、その遺稿等の分析を通して様々
に興味深い研究が現れ始めた時期でもあっ
た。 
 
２．研究の目的 
 
(1)上記の 1.で記述した背景を踏まえ、日本
においてもまた、フレーゲやラッセル、ウ
ィトゲンシュタイン、クワインといった
人々残した遺産の射程を見積もり、それら
が 21 世紀の哲学研究に対して与えてくれる
方向性を模索することを目的として、われ
われの研究は開始された。 
 
 
(2)研究代表者の松阪はラッセルの命題概念
の解明を目指した。 
 
 
(3)研究分担者の野本は、フレーゲの思想概
念の解明を目指した。 
 
 
(4)研究分担者の丹治は、クワイン、デイヴ
ィドソンの自然主義概念の解明を目指し
た。 
 
 
(5)研究分担者の岡本は、ウィトゲンシュタ
インにおける構成主義の解明を目指した。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1)主に研究代表者の松阪が、各研究分担者
の研究に必要な図書、機材等を集約し、そ
の実際の購買、収集にあたった。 
 
 
(2)毎年秋に研究合宿を開催し、外部からの
講師を招くことで研究の遂行に必要な外部
知識の吸収した。 
 
 
(3)上記研究合宿で、各自の研究の進捗状況
並びに成果を互いにチェックしあうための
場とした。 
 
 
 

４．研究成果 
 
(1)松阪の論文③は、ラッセルの命題概念と
深く関わりをもつ記述の理論とその認識論
的前提がもつ現代の言語哲学に対する影響
を見積もり、いかにすればラッセル的な枠
組みを越え出ることが可能になるのかを考
察した試みである。 
 
 
(2)野本の論文②は、フレーゲの思想概念と
密接な関わりをもつ論理主義を解明するた
めに、 
フレーゲ以外の論理主義的思想傾向の持つ
特徴を明らかにしようとした試みである。 
 
 
(3)野本の論文⑧は、フレーゲが自らの思想
概念を必要とした背景として、その論理体
系の解明を目指した試みである。 
 
 
(4)丹治の発表⑤と論文⑥は、クワインやデ
イヴィドソンの自然主義の内部で、その位
置づけが難しいと思われる意識の概念が、
いかにして自然主義的に理解可能なのかを
考察した試みである。 
 
 
(5)岡本の論文⑦は、ウィトゲンシュタイン
が抱いていた構成主義的数学観とも関わり
が深い、領域理論のもつ哲学的意義を意味
の観点から考察した試みである。 
 
 
(6)岡本の発表②は、フレーゲの見解にすで
に構成主義的観点が多分に含まれているこ
とを論じた試みである。 
 
 
(7)岡本の発表①は、フレーゲとウィトゲン
シュタインが抱いていた数学的思想が、い
かにして現代哲学の形成を促したのかを明
らかにする試みである。 
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